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1 緒 言
先端科学育成センター(創成CIRCLE:Center for Innovative Research and Creative Leading Education) 
は，福井大学工学部の理念である rlmagineerの育成Jを推進する中核的組織として位置づけられて
おり，その特徴のひとつに，高等教育機関としては他に例を見ない属新鋭 CNC工作機被及び 3次
元CAD/CAMシステムがある.
CNC工作機械はNCプログラムにより動きを制御されている所望とする製品形状に加工する瞭
にはまず， CAD/CAMによるモデル作成及び加工プログラムの作成が必要となる また，切削に
より複雑な形状を有する製品を成形することは工具包括面白複雑な形成が要求されるため，出力さ
れた NCプログラムによりシミュレーションを実施し，オーバートラベル及び機械構造物，工具ホ
JL-ダ及び治具の干渉チェックが必要不可欠である また，実際に加工を始める際には，工具の設定
(取り付け，工具デ タの取得)，加工開始位置の設定及びワークの取り付け(治具の設計，製作を
吉む)等の作業が必要となる
本報では， NCプログラムの作成から 5軸マシニングセンタによる加工までの一連の流れを紹介
するとともに守現在の状況を報告する
2. NCプログラムの作成
2. 1 CAD/CAMシステム
本センターに導入されている CAD/CAMシステムとしては， GibbsCAMシステム (Gibbsand 
Associates社)及びhyperMILL/CADシステム (OPENMINDTechnologies AG社)等がある この
うち， 5軸加工に対応している CAMソフトは byperMILLであり.5軸マシニングセンタによる加工
を行う際には主にこのソフトを用いて NCプログラムを作成する Fig.1に， hyperMILLによるCAM
画面を示す
2. 2 NCシミュレー ション
NCシミュレ ションソフトウェアとしては， VERlCUT (CGTech社)が導入されている本ソフ
トウェアは工作機械，治具，工具及び工具ホJL-:ダの各緒元をデー タとして入力し， CAMにより作成
された NCプログラムによりシミュレーションを実施することによってワークの加工状況。オーパ
ートラベル及び干渉をチェックするものである もし，シミュレーションの結果エラーが生じた場
合には，CAMによる NCプログラム作成を再実行する，もしくは治具の再検討等が必要となる Fig.2
に， VERICUTによるシミュレーション画而を示す
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Fig.l hyperMILLによる CAM画面 Fig.2 VERlCUTによるシミュレーション画面
3立製 5軸マシニンゲセン舎による加工
5軸マシニングセンタ (LX.O5AX. (株)松浦機械製
作所)の軸構成としては，通常の XYZ座標系と。テーブ
ル傾斜B軸 (y軸周り)及びテーブル回転 C軸 (z軸周
り)となっている また， 最大ワークサイズとしては，
φi50XHI50mm (治具を含む)である 般的に，複雑
な形状を加工する場合であっても加工開始時から同時 5
軸加工を行うことはほとんどないまず.J軸及び固定 5
軸加工により各面の荒加工， 中仕上げ加工を実施した後，
同時5軸加工が実施される
Fig.3に.5軸マシニングセンタにより加工された製品
を示す 加工プロセスとしては1 まず由l出し固定 ラ軸加
工を実施したのち，同時 5軸加工を実施した 3軸加工 Fig.3製品外観 (A2017S)
のみでは回避が困難な割出し加工の繰り返しによる累積誤差も. 5軸同時加工を実施することによ
ってその解消が可能となり，複雑で連続的な曲而に対して良好な加工を実現できる
4 結 言
先端科学技術育成センターに導入されている 5軸マシニングセンタと 3次元 CAD/CAMシステ
ムを活用した加工のプロセスを紹介した これらを有効に活用することにより，高精度，高意匠性
等を有する付加価値の高い製品への対応が可能であると考えられる 今後は様々なニーズに対応が
できるよう，更なる技術習得に努めていきたい
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